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１　組織の概要

⑴ 事業者名     　株式会社　藤善設備工業

　　代表者名　     代表取締役　藤根　義法

⑵ 所在地　      　本社　　〒813-0031　福岡市東区八田1-7-32　FSKビルド1号館

⑶ 環境管理責任者氏名     　藤根　真美

　　連絡先     　      　　　　　　電話　092-663-6789　FAX　092-663-6788

　　　　            　　　　　　　　　メール　fujiyoshi.27@s9.dion.ne.jp

⑷ 事業の内容

　　 ・一般土木工事、水道施設工事の設計・施工及び監理

　　 ・穿孔工事、公共桝設置工事

　　 ・配水管設備工事

　　 ・管工事、消防施設工事の設計・施工及び監理

　　 ・産業廃棄物収集運搬業

⑸ 事業の規模

　　　　　設 　立　  　平成8年10月24日

　　　　　資本金  　　2,500万円

　　　　　売上高  　　5億5千万円

　　　　　床面積　  　54.52㎡

⑹ 事業年度

　　 8月から翌年7月（エコアクション21取組上の年度は4月から翌年3月）

２　認証・登録の対象範囲と実施体制

⑴ 事業活動

　 　  一般土木工事、水道施設工事の設計・施工及び監理、穿孔工事、公共桝設置工事、

　   　配水管設備工事、管工事、消防施設工事の設計・施工及び監理、産業廃棄物収集運搬業

⑵ 対象事業所　本社・資材置場

⑶ 実施体制

資材置場面積　4781㎡

工事部 総務

代表者

環境管理責任者

EA21　事務局
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３　環境経営方針

　　　　　私たちは土木工事・鋪装工事を含む管工事全般の施工を通して、
品質を確保し、地球環境に配慮した活動を通して顧客の信頼を得られるよう努力い
たします。

事業活動において、省エネルギー、省資源、リサイクルを推進することにより、環境負荷の低減を

図るために下記の目標を設定し、全社一丸となって自主的及び積極的に環境保全活動に取り組みま

す。

　 １．二酸化炭素排出量の削減

 　２．廃棄物リサイクル率の向上

 　３．水使用量の削減

 　４．優良工事表彰を目指す

環境保全に関する取組状況の評価、見直しを定期的に行い、環境マネジメントシステムの継続的な改

善に努めます。

環境関連法規制を遵守します。

従業員に対し、環境に関する教育を計画的に実施し、環境経営方針を周知するとともに環境問題へ

の意識向上を図ります。

これらについて継続して取り組むことを誓います。

改定日：令和4年1月17日
株式会社　藤善設備工業
代表取締役 　藤根　義法

藤善設備工業　環境経営方針

企　業　理　念

環境経営方針
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4 環境経営目標

基準年
2020年度 2022年度 2023年度 2024年度

2020年4月～ 2022年4月～ 2023年4月～ 2024年4月～
2021年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月

1 二酸化炭素排出量の削減
67,829

66201
（2.4％減）

66133
（2.5％減）

66065
（2.6％減）

26,358
25725

（2.4％減）
25699

（2.5％減）
25673

（2.6％減）

4,589
4479

（2.4％減）
4474

（2.5％減）
4470

（2.6％減）

16,013
15629

（2.4％減）
15613

（2.5％減）
15597

（2.6％減）

2 産業廃棄物の再資源化率向上 95％以上 95％以上 95％以上 95％以上

3 水使用量の削減 351
330

（6％減）
326

（7％減）
323

（8％減）

4 優良工事表彰を目指す

備考
1 購入電力の二酸化炭素排出係数・・・0.602ｋｇ－ＣO2／ｋWｈ（ハルエネ電気　2017年度調整後係数）
2 化学物質の使用はありません

5 環境経営計画（２０２２年度）

1 二酸化炭素排出量の削減
・ 冷暖房設定温度の遵守（冷房26度以上、暖房21度以下）

・ 退室時消灯、不要時の電源ｏｆｆ

・

・ 始業前点検、定期点検の確実な実施

・ 廃棄物の分別の徹底

・ 再生利用できる処分場を利用

・ こまめな蛇口の開閉

・ 節水コマ使用により無駄を省く

4 ・ 高評価点を目指す

公共工事では常に高評価点を目指した活動をする。
（行動目標）

環境目標 目標達成のための活動

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

2
産業廃棄物の

再資源化率向上

3 水使用量の削減

優良工事表彰

アイドリングストップの実施

㎥

環境目標 単位

目標値

ｋg-CO2

電気使用量 kWh

ガソリン使減 L

軽油使用量 L

％
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6 環境目標の実績（２０２２年度）

基準年
（2020年度）

目標 実績

1 二酸化炭素排出量の削減
67,829 66,201 48,045 -18156 ○

26,358 25,725 28,857 3132 ×

4,589 4479 2,038 -2441 ○

16,013 15629 9,483 -6146 ○

2 産業廃棄物の再資源化率向上 95％以上 95％以上 95％以上

3 水使用量の削減 351 330 185 -145 ○

4 優良工事表彰を目指す

7 環境経営計画の取組結果とその評価

1 二酸化炭素排出量の削減
・

・ 退室時消灯、不要時の電源ｏｆｆ

・ アイドリングストップの実施アイドリングストップの実施

・ 始業前点検、定期点検の確実な実施

・ 廃棄物の分別の徹底

・ 再生利用できる処分場を利用

・ こまめな蛇口の開閉

・ 節水コマ使用により無駄を省く

4 ・ 高評価点を目指す

※ 次年度も環境経営計画の内容で取り組んでいく。

優良工事表彰 △

2
産業廃棄物の

再資源化率向上

○

○

3 水使用量の削減

△

○

電気使用量 △

ガソリン使用量 ○

軽油使用量 ○

冷暖房設定温度の遵守　　　　　　　　　　　　　　　　　（冷
房26度以上、暖房21度以下）

△

ガソリン使減 L

軽油使用量 L

％ －

㎥

公共工事では常に高評価点を目指した活動をする。

環境目標 目標達成のための活動
実施状況

評価

環境目標 単位 評価

ｋg-CO2

電気使用量 kWh
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8 次年度の環境経営目標

基準年 単年度目標
2020年度 2023年度 2024年度 2025年度

2020年4月～ 2023年4月～ 2024年4月～ 2025年4月～
2021年3月 2024年3月 2025年3月 2026年3月

1 二酸化炭素排出量の削減
67,829

66133
（2.5％減）

66065
（2.6％減）

65998
（2.7％減）

26,358
25699

（2.5％減）
25673

（2.6％減）
25646

（2.7％減）

4,589
4474

（2.5％減）
4470

（2.6％減）
4465

（2.7％減）

16,013
15613

（2.5％減）
15597

（2.6％減）
15581

（2.7％減）

2 産業廃棄物の再資源化率向上 95％以上 95％以上 95％以上 95％以上

3 351
326

（7％減）
323

（8％減）
319

（9％減）

事務所 kg ―

蒲田 kg ―

5 優良工事表彰を目指す

備考
1 購入電力の二酸化炭素排出係数・・・0.602ｋｇ－ＣO2／ｋWｈ（ハルエネ電気　2017年度調整後係数）
2 化学物質の使用はありません

次年度の環境経営計画

1 二酸化炭素排出量の削減
・ 冷暖房設定温度の遵守（冷房26度以上、暖房21度以下）

・ 退室時消灯、不要時の電源ｏｆｆ

・ アイドリングストップの実施アイドリングストップの実施

・ 始業前点検、定期点検の確実な実施

・ 廃棄物の分別の徹底

・ 再生利用できる処分場を利用

・ こまめな蛇口の開閉

・ 節水コマ使用により無駄を省く

4 ・ 高評価点を目指す

中・長期目標

㎥

環境目標 単位

ｋg-CO2

電気使用量 kWh

ガソリン使減 L

軽油使用量 L

％

水使用量の削減

一般廃棄物の削減を行う。排出量を把握す

る。

公共工事では常に高評価点を目指した活動をする。
（行動目標）

環境目標 目標達成のための活動

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

2
産業廃棄物の　　　　　　　　　　　再

資源化率向上

3 水使用量の削減

優良工事表彰

4 一般廃棄物の削減
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９　代表者による全体評価と見直しの結果

車両台数が減った事により二酸化炭素排出量の削減は目標を達成する事ができています。

結果を見ると電気・水道ともに目標よりも実績が上回っているので、

今一度、社員ひとりひとりが小さな事からでも出きる事を積極的に取り組んで行くべきかと思います。

引続き環境負荷の低減につながる活動に無理なく皆で取り組んでいきたいと思います。

１０　環境関連法規制の違反、訴訟などの有無

 年1回の健康診断の実施

 発注者への再資源化の説明と特定建設資材の再資源化

 資源の有効な利用の促進に関する法律

 委託契約書、マニフェスト管理、マニフェスト交付状況報告、

 収集運搬実績報告、多量排出事業者報告、保管

 排ガス規制対応及び低騒音の重機使用

 特定建設作業の届け出

 特定建設作業の届け出

 業務用エアコンの3か月ごとの簡易点検と記録管理を行う

 環境関連法規への違反、訴訟はありません。

 関係当局よりの違反等の指摘・指導は過去3年間ありません。

 振動規制法 遵守

 フロン排出抑制法 遵守

 廃棄物の処理及び清掃に関
遵守

 する法律

 オフロード法 遵守

 騒音規制法 遵守

 資源有効利用促進法 遵守

④ 環境経営システム 有 ・ 無

関連法・規制 内容 遵守状況

 労働安全衛生法 遵守

 建設リサイクル法 遵守

無

無

③ 環境活動計画 有 ・ 無

見直しの結果と指示 ② 環境経営目標 有 ・

① 環境経営方針 有 ・

項目 内容

評価

見直し項目 変更の有無 変更内容
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1１　産業廃棄物収集運搬業許可一覧 、運搬実績及び保有車両等

都道府県及び政令都市 福岡県

積替保管 無し

許可番号 4000044660

許可項目 燃え殻 ●

汚泥 ●

廃油

廃酸 ● ●

廃アルカリ ● ●

廃プラスチック類 ●

紙くず ● ●

木くず ●

保有車両 4tダンプ（三菱）・・・・・・・・・・・・１台
３ｔダンプ（日野）・・・・・・・・・・・・１台
２ｔダンプ（三菱）・・・・・・・・・・・・１台

運搬実績 アスコンがら 864.0
（2022年度） コンクリートがら 40.0

汚泥 0.0

合計 904.0

がれき類

ばいじん

繊維くず

動植物性残渣

ゴミくず

金属くず

ガラスくず等

建設廃材

許可年月日 令和4年3月13日

有効期限 令和9年3月12日

積替保管施設の所在地及び
面積、許可の条件
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